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 Effects of e-learning on the support of midwives and nurses to perinatal women suffering from 
intimate partner violence: A randomized controlled trial 
Naoko Maruyama 45 Yaeko Kataoka Shigeko Horiuchi 
JJNS, 2022, Volume 19, Issue2 (e12464) 

 Associations between psychiatric home-visit nursing staff's exposure to violence and conditions of 
visit to community-living individuals with mental illness 
Hirokazu Fujimoto Chieko Greiner Tsuyoshi Mukaihata Takeshi Hashimoto( )  
JJNS, 2022, Volume 19, Issue4 (e12485) 

 
 Association between temporary discharge from the inpatient palliative care unit and achievement 

of good death in end-of-life cancer patients: A nationwide survey of bereaved family members 
Sakiko Aso 45 Naoko Hayashi, Go Sekimoto Naoko Nakayama, Keiko 
Tamura Chieko Yamamoto Maho Aoyama Tatsuya Morita Yoshiyuki 
Kizawa Satoru Tsuneto Yasuo Shima Mitsunori Miyashita 
JJNS, 2022, Volume 19, Issue3 (e12474) 

 
  

21 1  
  

43  

2 1
2 10 2

10
3

2
HP  

 
  

        
     

 Moral Distress  
   

5  
1. 2. 3. 4. Kyoko Sudo 5. 

17



  
      

 
 

     
8  

1.  2.  3.  4.  5.   
6.  7.    8.   

 
  

   
  

   
8  

1.  2.  3.  4.  5.   
6.    7.  8.   

 
   

  
10  

1.  2.  3.  4.  5.   
6.   7.  8.  9.  10.   

 
5 2023 8 4 8 28 10 6 12 9 2024 1 18

2023 12 9

 
JANS

 
  
 2021 2022 A

2023 6
3  

 2022
URA

2023 A  
 2

 
 

18



 

② JANS セミナーの企画・開催 
 第22回JANSセミナー「激動する世界、変化する環境の中で研究者はどのように研究に向き合うか？」

をWeb 開催した（2023 年 8 月 21 日～11 月 20 日まで）。受講者数は、771 名（会員 762 名・非会員

3 名・基礎教育課程学生6 名）であった。 
 セミナー開催期間終了後、公開データを会員マイページの「過去のセミナーアーカイブ」に移し、会員

が視聴できるようにした（概ね開催後 3 年）。 
 第 24 回 JANS セミナーの企画検討を行った。 

③ 第 43 回学術集会での交流集会の企画 
 第 43 回学術集会において交流集会「地域と専門分野を越えて学び合うオンラインジャーナルクラブの

活動紹介」を開催した（2023 年 12 月 10 日海峡メッセ下関 8F 804 会議室）。 
④ オンラインジャーナルクラブ 
 2024 年 1 月 19 日にオンラインジャーナルクラブの開催を予定していたが、元日に発生した能登半島

地震による被災、災害対応、これらに伴う業務への影響など、会員への多岐にわたる影響に鑑み検討し

た結果、今年度実施分を中止とし来年度に開催することとした。 
 

委員会開催：3 回（2023 年8 月 28 日［オンライン］、12 月 9 日［ハイブリッド］、2024 年2 月 27 日 

［オンライン］） 

 

 

(7) 看護ケア開発・標準化委員会（佐藤和佳子理事・山川みやえ理事） 
① 本委員会会務分掌に新規事業（下線部）を追加しHP に公表 

（継続事業） 

研究活動を推進して若手研究者を育成し、優れた研究成果を国内外に発信していくことを目的に、研究

成果のエビデンスに基づき、問題解決に向けた看護技術（看護ケア）を開発・標準化することでNursing 
Science の構築と、臨床や在宅の場で医療を必要とする人々へ還元できる仕組づくりを目指す。そのモ

デル事業として、Minds 診療ガイドライン作成マニュアル 2020 に準拠した、排泄に関する看護ケアガ

イドラインを策定し、その標準化を目標とする。 

(新規事業) 

看護ケアの標準化を促進するために、日本看護系学会協議会（以下、JANA）との連携、看護系の 

各専門学会等との連携の可能性について検討する。 

② 新規スコーピングレビュー実施(a), 2019 年度採用看護ケアガイドライン作成継続(b) 

a.「尿失禁を有する高齢者の生活習慣（Lifestyle）介入」について、新たにスコーピングレビュー、以

下ScR を実施するための計画書を作成し、文献検索を完了した。ScR、図書館情報学の専門家の協力 

を受け、分析を進めている。 

b.「看護ケアのための高齢者排尿促進法（PV）（診療）ガイドライン」（仮）に名称を変更し、作成工程

計画と作成組織を更新した。Minds2020 に準拠し、ガイドライン作成を継続している。 

③ JANA との連携、看護系専門学会との連携可能性の検討 

Evidence Based Practice:以下EBP を促進する活動について、看護系専門学会を対象とする実態調査
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National Nurses Association (INNA) International Conference of INNA

 

 2023 12 The Nurses’ Association of Thailand Dr. Tassana BOONTONG
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いての検討を行い、9 月の理事会において研究助成金の金額の改訂が承認された。また、規程等の変更

が 10 月理事会において承認された（助成金額の上限を高くした）。 

   その後、10 月に1 件「若手研究者が国外で開催される学術集会へ出席するための助成」の申請（以下）

があり、審査の結果採択された。 

 

② 若手研究者が海外留学するための助成 

 初年度である 2021 年度上期は 3 件の申請があり、2 件の海外留学について助成を行った。 

 2022 年度から随時募集としたが、コロナ禍の影響もあり問い合わせや申請はなかった。 

 2021 年度助成者から報告書が提出され、内容を確認後、受理とした。 

その後、第 43 回学術集会にて国際活動推進委員会が主催の交流集会での発表、日本看護科学会誌

（和文誌）への留学報告が掲載された。 

 2023 年度は1 件の申請があり（2023 年 9 月末現在）、海外留学について助成を決定した。 

氏名（敬称略） 計 画 名 金額 

長谷川 奈々子 

University of Massachusetts Amherst への海外留学 

高齢者施設ケアにおける尊厳の要素の具体化 

(Exploring the elements of dignity in nursing home care) 
860,000 円 

 

 2023 年 8 月開催の委員会において助成金額についての検討を行い、9 月の理事会において研究助成金

の金額の改訂が承認された。また、規程等の変更が 10 月理事会において承認された。 

 2024 年 1 月に 1 件の申請があった。選考委員会では「条件付き採択」の判断であり、2 月の理事会に

て承認されている。本件については申請者が別の組織に同時に申請し「補欠」の回答を得ており、他組

織から正式に「不採択」となった場合はこちらが「採択」することとなっている。（実施は 2024 年 9 月

から 6 か月の海外留学である） 

 

委員会開催：4 回（2023 年6 月 13 日、8 月9 日、8 月 16 日、2024 年2 月 2 日）オンライン 

 

 

(18) 研究助成選考委員会（仲上豪二朗理事） 

2022 年 7 月から会員向けに研究助成の申請を開始している。 

① 2023 年度の採択案の作成と理事会承認（2022 年度内に実施） 

② 2023 年度助成事業採択者への助成金交付 2023 年4 月実施（詳細は以下） 

1) 正会員（大学院生・ポストドクター）が研究を行うための挑戦的課題研究助成 

  氏名（敬称略） 計画課題名 金額(円) 

1 奥井 早月 Interprofessional Collaboration（多職種連携）における看護職の

Coordination 技術の解明‐慢性疾患看護専門看護師の取り組みに焦点を

あてたエスノグラフィー 

500,000

氏名（敬称略） 計 画 名 金額 

 

矢坂 泰介 

訪問看護利用高齢者における身体機能低下の予測因子の検討： 

前向きコホート研究 

GSA 2023 Annual Scientific Meetingへの出席 

500,000 円 
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2 櫻井 佐知子 タンザニアにおける妊娠高血圧・子癇予防行動を育むインフォグラフィッ

ク教材による参加型プログラム：準実験研究 

500,000

3 山田 薫子 看護師のキャリア・コンピテンシーが仕事の資源とワーク・エンゲイジメ

ントとの関連に与える影響 

500,000

4 前田 直宏 慢性閉塞性肺疾患療養者の身体活動性を改善に導く訪問看護の理論構築 485,000

5 佐藤 亜希子 就労女性の便秘に影響を与える就労状況要因についての調査 500,000
6 國光 真生 病原細菌皮膚常在モデル動物の開発：「創傷環境の最適化」に向けた基礎

の構築 

500,000

7 富田 綾 硬膜外麻酔分娩時の母体への薬剤投与量と児の唾液オキシトシン濃度と

の関連：早期母子接触実施前後のオキシトシン濃度比較 

500,000

8 松原 千晴 フェムテックを活用した働く女性の包括的健康支援システムの構築に関

する研究 

270,000

9 堀江 良子 摂取する油を置き換えることで肥満皮膚のバリア機能は改善するのか？- 

実現可能性の高いケア方法の確立に向けて− 

500,000

10 有田 弥棋子 看護学生の臨地実習における意欲・意志・パフォーマンス理論を基盤とし

た責任ある学習行動をリフレクションするための尺度の開発 

473,000

11 板谷 崇央 看護師からみたパンデミック下での多職種連携の課題の探求 500,000
助成金合計 5,228,000

 
2) 正会員（除く大学院生・ポストドクター）が研究を行うための指定課題研究助成 

氏名(敬称略) 計画課題名 金額(円) 

1 澤渡 浩之 Virtual Reality 装置を用いた、集中治療領域における臨床経験に富んだ看

護師の視覚的行動様式を解明する試み 

1,000,000

2 青木 裕見 OSA 患者が看護師と話し合いながら CPAP 導入を検討するための

Decision Aid の開発 

1,000,000

3 土屋 雅子 地域を基盤としたがんサバイバーシップケア拡大に向けた一般市民向けウ

ェブ体験学習プログラムの実装研究  

1,000,000

4 安部 聡子 中高年看護師の加齢による感覚器機能低下が及ぼす看護実践能力への影響 515,000
助成金合計 3,515,000

 

③ 検討事項の理事会承認 

 所属先での所得がある大学院生・ポストドクターを対象にする 

 指定課題研究助成の課題の決定 

④ 2023 年度の完了報告と延長の申し出に関する件 

1） 正会員（大学院生・ポストドクター）が研究を行うための挑戦的課題研究助成 

・完了報告書提出：1 件（2024 年3 月 31 日現在） 4 月30 日まで延長 

・延長の申し出：6 件  
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 Inoue M, Fukahori H, Matsubara M, Yoshinaga N, Tohira H. 

Latent Dirichlet allocation topic modeling of free-text responses exploring the negative impact 
of the early COVID-19 pandemic on research in nursing. 
Japan Journal of Nursing Science. 2023;20(2):e12520 

 Lee K, Takahashi F, Kawasaki Y, Yoshinaga N, Sakai H. 
Prediction models for the impact of the COVID-19 pandemic on research activities of Japanese 
nursing researchers using deep learning 
Japan Journal of Nursing Science. 2023; 20(3):e12529 

 2 2022 3 1 3 31

4 4 2024
3

 1 2
2023 12

  
 2023  
 2023 3 3  
 2023 3 13 26 5 3 27

29



 
 2023 4 24 6 5 19 1

 

1 2023 4 24

 
 JANA
 2023

2023 6 10 10:00 12:30  10:00 10:50 11:00 12:30
TKP  10A 

2022

2022 2022 2023

 
2023 5 2016

51
 JANS43 JANA

 
2024 2 27 18:00 19:30
Zoom

JANA

 JANA

 
 2024 1

 

 

 

30



31



11

32



33



34



35



3
6



3
7



38



39



40



41



42



43



44



 
 

45



 
 

46



独立監査人の監査報告書 

令和６年５月２日 

公益社団法人日本看護科学学会 

理事会 御中 

   牧真之介公認会計士事務所     

東京都港区           

公認会計士  牧 真之介   

 

＜財務諸表等監査＞ 

監査意見 

私は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 23 条の規定に基づく

監査に準じて、公益社団法人日本看護科学学会の令和５年４月１日から令和６年３月31

日までの令和５年度の貸借対照表、損益計算書（公益認定等ガイドラインⅠ－５(1)の

定めによる「正味財産増減計算書」をいう。）及び財務諸表に対する注記並びに附属明

細書について監査し、あわせて、貸借対照表内訳表及び正味財産増減計算書内訳表（以

下、これらの監査の対象書類を「財務諸表等」という。）について監査を行った。 

私は、上記の財務諸表等が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会

計の基準に準拠して、当該財務諸表等に係る期間の財産、損益（正味財産増減）の状況

を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 

監査意見の根拠 

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における私の責任は、「財務諸表等の監査における監査人の責任」に記

載されている。私は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、法人から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私は、意見表明

の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

 

財務諸表等に対する理事者及び監事の責任 

理事者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に

準拠して財務諸表等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤 によ

る重要な虚偽表示のない財務諸表等を作成し適正に表示するために理事者が必要と判

断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

財務諸表等を作成するに当たり、理事者は、継続組織の前提に基づき財務諸表等を作

成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められ

る公益法人会計の基準に基づいて継続組織に関する事項を開示する必要がある場合に
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は当該事項を開示する責任がある。 

監事の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を監視す

ることにある。 

 

財務諸表等の監査における監査人の責任 

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表等に不正

又は誤 による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告

書において独立の立場から財務諸表等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、

不正又は誤 により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表等の利用

者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。 

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の

過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施

する。 

・ 不正又は誤 による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽

表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査

人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。 

・ 財務諸表等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので

はないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立

案するために、監査に関連する内部統制を検討する。 

・ 理事者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに理事者によって行わ

れた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・ 理事者が継続組織を前提として財務諸表等を作成することが適切であるかどうか、

また、入手した監査証拠に基づき、継続組織の前提に重要な疑義を生じさせるような

事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続組織の

前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表等の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表等の注記事項

が適切でない場合は、財務諸表等に対して除外事項付意見を表明することが求められ

ている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、

将来の事象や状況により、法人は継続組織として存続できなくなる可能性がある。 

・ 財務諸表等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる公

益法人会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた財務

諸表等の表示、構成及び内容、並びに財務諸表等が基礎となる取引や会計事象を適正

に表示しているかどうかを評価する。 

監査人は、監事に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識

別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求めら

れているその他の事項について報告を行う。 
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＜財産目録に対する意見＞ 

財産目録に対する監査意見 

私は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 23条の規定に基づき、

公益社団法人日本看護科学学会の令和６年３月 31 日現在の令和５年度の財産目録（「貸

借対照表科目」、「金額」及び「使用目的等」の欄に限る。以下同じ。）について監査

を行った。 

私は、上記の財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計

の基準に準拠しており、公益認定関係書類と整合して作成されているものと認める。 

 

財産目録に対する理事者及び監事の責任 

理事者の責任は、財産目録を、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人

会計の基準に準拠するとともに、公益認定関係書類と整合して作成することにある。 

監事の責任は、財産目録作成における理事の職務の執行を監視することにある。 

 

財産目録に対する監査における監査人の責任 

監査人の責任は、財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人

会計の基準に準拠しており、公益認定関係書類と整合して作成されているかについて意

見を表明することにある。 

 

利害関係 

法人と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以  上 
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